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＜はじめに＞事前に民間奨学金申請調書の登録をすませておくこと。　毎学期、登録の更新が必要です。
以下は、医・国際交流室（＝OIAA）での一般的な「大学推薦が必要な奨学金の応募のフロー」です。

実際に応募をする際は、奨学金情報に掲載する各奨学金の留意事項や、国際交流室の最新の指示に従ってください。
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医学系研究科　国際交流室　（OIAA＝The Office of International Academic Affairs）

（開室時間　平日(月)～(金)　10：00～11：45／13：30～16：00）　http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/
電話： 03-5841-3689 (内線23689)　　　FAX: 03-5803-1817（直通）　　
 

＜はじめに＞　国際交流室HP（http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/hp01.html）や、国際交流室前の掲示板の奨学金情報に「応募書類提出先：直接応募」「 Route of Application： Direct」と書いてある奨学金は、国際交流室を介さず財団に直接応募するものです。　下記は、その大まかなフローです。

直接応募の場合、国際交流室を通して応募中の学生に財団からの連絡事項や合否の結果を通知することは
原則としてありませんが、最終的に受給者として採択されましたら国際交流室にも報告が必要です。

＜注意＞　財団に問合せをする際は、財団が指定した連絡先と方法でコンタクトするよう、気をつけてください。　
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外国人留学生奨学金　応募の手順


大学推薦が必要な奨学金の応募　の場合





【奨学金情報をみる】　国際交流室HP（� HYPERLINK "http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/hp01.html" �http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/hp01.html�）と、国際交流室前の掲示板に奨学金情報を更新していきますので、活用してください。応募の際は、財団発行の応募要項(該当年度分)や財団HPも参照して、「奨学金の条件」「応募資格」「最終的に財団に提出することになる書類」などに問題がないか、ご自身で充分に確認してください。





【応募する】　国際交流室HPをみて応募したい奨学金がありましたら、「OIAA応募締切日」までにメールで申請をしてください。宛先は＜奨学金担当gaigak39@m.u-tokyo.ac.jp＞です。（メールのタイトルは“Application no.16XX <scholarship name>”とし、氏名・学生番号・所属・連絡先を明記すること。）


必要な書類と提出のタイミングは奨学金により異なりますが、「OIAA応募締切日」までに財団指定書類一式、あるいは一部（担当教員の推薦書、応募者による日本語作文など）の提出が必要な場合があります。指定した期日に間に合うよう、ご注意ください。





【選考①＜内部選考＞医学系研究科・医学部選考】　


民間奨学金申請書および付随書類をもとに留学生担当教員の会議で被推薦者を選定し、選考通過者にe-mailまたは電話で通知します。大体、「OIAA応募締切日」から1週間程度で内部選考の結果が出ます。


＊連絡がとれない場合、あるいは、指定した期日までに書類を提出しない場合は、推薦を取消すこともありますから、ご注意ください。　（奨学金の応募中はe-mailのチェックを欠かさず、日本を離れる場合・学会等で長期間不在になる場合は、事前にその旨を国際交流室に知らせること。）


＜注意＞　大学から推薦してもらえるのは、原則として各人一年度に一度です。推薦後、採用されなかった場合も、再度応募はできますが、選考時の優先順位は低くなることもあります。


＜注意＞　他の奨学金を併願している（あるいは、その可能性がある）ときは、その旨必ず申し出てください。





【財団指定書類提出】


内部選考通過者は「財団指定書類OIAA締切日」までに財団指定の応募書類を提出してください。（基本的にはこの時点までに全書類をご用意いただきますが、奨学金によって必要な書類とタイミングが異なりますので、国際交流室の指示やHPの奨学金情報の最新版に従ってください。）


<注意＞　指導教員の推薦書や各種証明書類等、入手に時間がかかる場合があるので、あらかじめ計画をたてて準備すること。





【＜東大での確認＞　留学生・外国人研究者支援課の確認】


留学生・外国人研究者支援課により推薦資格および書類の確認が行われます。





【選考②財団での選考】


面接がある場合もあります。結果は国際交流室を通して候補者にe-mailか電話でお知らせします。

















今後の流れ：留学生・外国人研究者支援課による選考・面接→財団による選考





医学系研究科・医学部から推薦されても、必ず


東大より推薦されるわけではないので、注意。





外国人留学生奨学金　応募の手順


直接応募　の場合	　　　　　　　　





応募書類を入手する。


応募者が直接財団に応募書類を請求する、あるいは、財団HPから応募者がエントリーする、など。


方法は、奨学金情報や財団の募集要項の記載に従ってください。





記入漏れ・記入ミスや書類不備がないように十分確認し、応募期限までに、財団の指示に従って、直接財団へ書類を提出する。国際交流室への書類提出は不要。





選考結果の通知は、各財団の規定による。原則として、国際交流室から応募者へ通知することはない。


ただし、合格したら、必ずすぐに国際交流室へ申し出ること。
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